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1.本誌は､物性物理由研究を共同で促進するため､研究者がその研究

意見を自由に発表し討論しあい､また､研究に関連 した情報を速やか

に交換しあうことを目的として､毎月 1回編集 ･

内容は､.研究論文､研

に関連 した諸問題につ

本誌に掲載 き拒

但 し､蘇葉者が本誌を

刊行 きれます｡掲載

会 ･国際会議などの報告､講義 ノー ト

の意見､情報などですo

ついては､原則 として毒

載する.ことを著 しく不適当と認めナ

いては､改訂を求め､または掲載を拒絶ずることがあ う

3.本誌の掲載論文を他の学術雑誌

た上で privatecommtlnication

投稿規定

3/数式 ･記号

l用ずるときを

にして下 きいO-

は1､ Progress, の投稿規定に準

スプ l)ン トが生 じないように適当な処置をとって下 きいo

4.図の縮尺はいたしません.図は不必要に大 きくせず､それぞれ適当

な大 きさに画いて下 きいo

o別刷が入用な場合は､投稿の際に所用部数をユ0部単位で申込ん響

下 さいQ原則 として､別刷代の校費を乙よる支払いの取扱いはいた､

購読規定

1.本誌は ｢物性研究購読会｣の会員にのみ配布 し

2. ｢購読会｣の会員には個人会員､機関会員の別があ ります.会費肇

個人が支払 うば あいを個人会員 とし､機関が支払 うばあも､を機関会員 ､

とします｡

3.個人会員には入会の際､入会金 100円を納めていただきます｡̀退会

の際には入会金はお返

4.会費は月額ミ個人会

せん｡横閑会員は入会金を要 しません｡

60円､機関会員 300円とします｡

5.会費は前月取に前納野て5-ただきます｡会費が前納 き恥なかったと
A -.. ･∫

きは雑誌の発送 を停止 し､会責を 2ケ月以上滞納した会員は退会 した

ものとみなしますQ⊥
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松平 升氏 (東大教養学部) 京都大学基礎物理学研究所に研究員 として

4月 よ り9月 まで滞在予定｡

渡辺 率氏 4月 1日より北大理学部物理教室-着 任の予定O

鈴木英雄氏 (名大 S研) 4月 1日づけで早稲田大学理工学部の講師として

移 られ る ｡

森 華氏 (基研) は､ 4月 1日より_9ケ月間渡欧 されるO

渡欧先- 工nsti･t.1･t far Theoreもische und Ange闇~andte Physik,

Tec･hnische 汚ochschuユe,Stuもtgarも,Germany.

長岡洋介 (基研)4月より2年間の予定で渡米 される｡

渡米先- Department of Physics

Un土versity of California,Sam Dieg.

La Jolla,Clalifornia,U. S.A .

恒藤敏彦 (阪大基礎エ)

(4月 より渡米 される)

九大の物性研究者で巌織 していた ｢物性懇談会｣ は4･～ 5年鱈までは定期的

会合を もっていたが その後自然消滅の形 となっていた｡約-年前に ｢物性論

懇談会｣があ らたに姐摸 され毎月一回会合して講演討論が行われているO

3月のテーマは次の二 つであった｡

池田和義 (九大理) 平衡系の統計力学

岡崎 薦 (九大理) .中性 子の非弾性散乱

物性研共 同利用施設専門 委員会

3月 18日物性所で開かれた｡(i)旅費規定の改正案提示 園 外釆研究員

短期研究会の決定 (3)昨年度共同研究(四)の成果報告の他 国 非晶体部門
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を公式には無横物性部門 と改称すること (5) _将来計画 について :(イ廟 -性ち

を排す 回研究の 自由､責任体制に不安あ り ぐう施設利用 とピーク形成 とい

藁鍔 払 す る現印 方式の功罪はなお不 明であること等の理由

同利用研究所の組織 と運営についての梅板試案 (本誌Vol･1四〇

により､共

肇覧拒否
す ることの惑告があった｡今回専門委で諒承 された短期研究会は次の七件で

ある｡

短 期 研 究 会 一 覧

節 _究 会 名 一期 甲 提 案 者 ∴旅 費 ■

1 結晶成長論 6 月(2日間) 東悪妻翼誓雄物性研_塞賢 一郎辛中村琴太郎 2 17,000.

2 薮誘電体の相怒移. 6月中旬(3日間) ･物性研中村輝太郎東京盃散髪三早奈景教富三通誓雷究喜美物性研L星埜 顧男 200,000

性 (2日間).

4 半導体､半金属の 11月中旬(4月間) 警貴志欝琶秋∫/確 爵琴宴忠 120,000
acous to,electro, 学習院大
magne to,plasma.～, 小用 .-智哉ヽ

ち効果 ソニー研金井 ~~康夫物糟 肇田招 静-果 ソニー研金井 ~~康夫物糟 肇田招 静-
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二子~戸.ブレブ7)ィ.ト案内 一 宇 i !

ワ ~超伝導 1 1月上 旬(3日間) i物筆茎番兵曇上 白｣

プ レプ リン ト案 内

The C-round Staもe玉bergy and.Sound Velocity of a Sy･stem of

lnもeracting Bosoms,(V.J.玉mery,J.i. Ga三nne辛 and F.A.A.

Hopgood-)〔Hk〕

An Analytical Approach to もhe Study ofSolids, (J.N.

plendl a凪d P.I.班. 往ieユisse)〔鞄〕

Atomistic EⅩpression of托ardness (J.N. Plend.i and P.J.

G-ielisse)〔準〕

Theory of ElectricalResistivity of Ferro皿agnetic旭ヨtals)

S.巧.Liu 〔取〕

Re-examination of the Lattice Dynemics ofWhiteTin Using

a ModifiedA-S Model,(A. B工 Dewa皿eS and a.W. Lehman)〔琳〕

Lokalisierもe Schwingllng82;uStaende an ebenen

Flaechendefekten in einfach kubischen Gittern,

(a,Lengelar)〔鞄〕

-34 -



二子~戸.ブレブ7)ィ.ト案内 一 宇 i !

ワ ~超伝導 1 1月上 旬(3日間) i物筆茎番兵曇上 白｣

プ レプ リン ト案 内

The C-round Staもe玉bergy and.Sound Velocity of a Sy･stem of

lnもeracting Bosoms,(V.J.玉mery,J.i. Ga三nne辛 and F.A.A.

Hopgood-)〔Hk〕

An Analytical Approach to もhe Study ofSolids, (J.N.

plendl a凪d P.I.班. 往ieユisse)〔鞄〕

Atomistic EⅩpression of托ardness (J.N. Plend.i and P.J.

G-ielisse)〔準〕

Theory of ElectricalResistivity of Ferro皿agnetic旭ヨtals)

S.巧.Liu 〔取〕

Re-examination of the Lattice Dynemics ofWhiteTin Using

a ModifiedA-S Model,(A. B工 Dewa皿eS and a.W. Lehman)〔琳〕

Lokalisierもe Schwingllng82;uStaende an ebenen

Flaechendefekten in einfach kubischen Gittern,

(a,Lengelar)〔鞄〕

-34 -



ブレ ブ l)ン ト秦ぬ

Sもreuung voa SchallWeユユen an ‡sotopen und Waermeleiもung

im einfach-kubischen Gitter,(Klaus Thoma)〔軌 〕

SurfaceWaves and Rotaもioneユ Invariance in 王Jattice､Theory,

申 .Ludwig and B.Lengeler)〔放〕

Some exacも resulもE for もhevibrationaユ spectrum Ofa

disordered chain,(A.E.Borlarld)〔執〕

operatorMethods in Shell Theory,(Tl.Watanabe)〔徹,Nug〕

Remarques sur la strucもure もIect-ronlque de.smもて冶ux et

alユiages(A･Blanqin eも_早:Pick)･摘 〕

Superconducもivity in a Strong Spin 玉反change Field

(p･Fuld and R･ A･Fe吾_Tell)〔S〕

On 七he Kinetic 望leOry OfaWeaklyCoo.pled.C-as

(a. Sandri).〔S〕

Matrix Elements of a Fermion System in a Represp,ntation

of Correlated Basis Functions(m gene FTee甲 erg a･rld

chiaLWeiWoo)〔鞄〕

QUANTUM 汚ARD SPfiERE CJAS: = ¢血rshall Luban).〔塾〕

We pose the problem of finding an 0Perator define(ま for

alュ relative distancesof 古ve particleswhi¢h plays role

of aRamiltonian such that もhe subsequenも eigenvalue

probユL3Jm has as its only'soluもions precisely the

eigenfunctions for two hard spheres,each of core

diametera.This operator is expユici､tly constructed.. I七s

cruciaL-1-aspect is thaも despite its beinga.efined for all

reユat主ve distances r12its eigehfuncもions sefve asLa'ごcom-

-35p-



ブレブリス ト案内 .掲示板

prete seも for expressing a two-particle.wave function only

in th.e･restricted inもervaユ r12≧ a･SubsequentIPapers Of

this serieswiユュ be devoted to the application of these

reslユlts to the problem ofquantum bard sphere gases.

鞄 :北海道大学 Ns :阪大永富研 S :名大 S研

B3 :東大物性研の略号

掲 示 紋

プラ夏マ研究所に〝客員研究部門〝ができました｡

○ 昭和 3 9年度予算大蔵省内示によります と､かね て要求 していま した客

員研究部門 として､理論､基礎実験､高温発 生の 3部門が通 りましたo

O 客員研究部門 (正式の名称はまた変 るか も知れません)には､教授､助

教授の定点はついていません.助手 2名分の定員､ その他研究補助者はー

つ いています｡また建物 その他予算算定の基礎 としては 1人前の研究部門

として とり扱われます｡

教授､助教授の q孔 Pには､ よその大学の先生方やその他の研究者の方

に 牧長 期 "にわたってきて頂 きますoそのための旅費､宿泊費､研究費 (

普通の黄塵研究費の半額)がついています｡

○ 客員研究部門は､研究の ある段階 で専門家に q仕事 "をして頂 くために

作 られ ました｡ちよ うど日本の原子核物理学者が C;ERNに出かけて 2-

3年仕事 をしてくるの と同じような気拝で､出か けて下 さることを希望 しま

す｡

○ 客員 としてこられ る万は､ その性格か らいって､ プラズマ物理学の周辺

にお られ る専門家が選ばれることになろ うと思います｡現在話題 に出てい

るのは､た とえば真空の専門家で プラズマ装置の固有の要求呼応-じるよう

な真空技術の研究を して下 さる方 な どですo i

-36-
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